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九大学の勤き、．

ミュンヘン大学との学術交流

本学とト、イツ辿チIS共和困のミュン ヘン（ルート

ヴィヒ ーマクシミリアン）大学との「学術交流に

関する一般的覚書」が，平成元年 9月 1日に交換

された。

これは，昭和63年 3Jj, ミュンへン大学のシュ

タインマン（W.Steinmann）学長が来学した際

に，木学との学術交流の1JJ案がなされたことによ

るものである。

爾来，このことについて検討が進められると同

H与に，｜五際交流委員会の答申（関連記Lj；：『京大広

被』陥 363）に沿って同大学と協議が行われ，

平成元年6月本学として「覚書」を交換すること

が了承された。

この度，西J斗総長の訪独の｜祭に（｜剥辿記事 『京

大広報』 No.376）ミュンヘン大学において「覚

tト？」が調印さjLた。

京都大学とルートヴィヒーマクシミリアン

大学との学術交流に関する一般的覚書

京行IS大学総長と ルートヴ ィヒーマクンミリアン

大学長i;l:., I山j大学の教育研究の協力と交流を推進

するために，ここに学術交流に関する覚書を作成

する。

1 .同大学は，特に次の治活動を行うことを焚l1J)J

する。

(1) 学術資料， Fil行物及び附械の交換

(2) 教員又は研究者の交流

(3) 学生の交流

(4) 共同研究及び研究集会の実施

2 前項の諸活動の具体化については，両大学又

はその関係部局で協議のうえ実施するものとす

る。

3. この党』を弘、吏又は解消するi幼合は，同大学

の協議によるものとする。

4.この覚占は， 日本語及ひトイツ語で作成さ

れ，11l1j文占は等しく正文である。

、V-1£7[;{1ー (1989{1・)9 JJ l 11. ~ュ／ヘ／

ルートヴィヒー

マクシ；リアン大学長 京都大学総k

ヴルフ ・シュタイマン 凶尚宏 }llj

、紹介〉

化学研究所・粉体化学研究部門

粉体化学は，微小な化合物机イの挙JfJIJを1捌ベる

コロイ卜化学の研究に端を発し，微小粒子の形

態，化学構造，物性などを解析す ることを 目的

として展開 してきた研究制域である。化学研究所

に粉休化学研究部門が1没置されたのは昭和27年に

さかのぼるが，設置当初から，熱分析やX線｜亘1JI"

などの物.E~化学的手法による研究とともに，微小

p下の構造の直接観察と屯チ線回折による構造解

析が同H、？に可能であるという 観点か ら，＇~［！＇.子顕微

鏡による研究を亙'Jiff探題として取り上げてきた。

当時は電子顕微鏡Cl休がまだ開発途上にあり ，研

究法も確立してL、ない状況にあったため，高分子

結品学研究部門と共同で，高分解能顕微鋭の設計

と建設，化合物分子－の構造の観察法の佐立を目標

として研究を進めてきた。この計画が認められ

て， II｛｛平1141:r 1 ：ー に， J比がト!il :l段 ~）） の 500 キロボノレトよil

尚’，[iJJ.:'rl!:て！こJu!Ji徽鋭が’j三治桃1J'lvこ,ill，没された。l山ji111 

門では，微小粒子や有機物質の桃造観察をIJ仙台

し，，：当分解能観察に高屯圧1Jni.£',E子線利用の有効

性をjj-i;した。この超高電圧顕微鏡建設の経験を1ご．

-786-



京大広報 1989. 10. 1 

かして，次代の顕微鋭の設計十こ店手 した。この構

想について各方而のPH解を得ることができて， 11?1

和49｛ドには，加速電圧は同じく 500キロボル トで

あるが，低慌で分子［象を観察すると L、う府組に￥；

づく 板（L~ ／Fn'utiJ高分解能屯子顕微鏡を完成するニと

ができた。その間，多波合成法を開発するととも

に，精精傾斜試料台を救備するなど，原子 ・分子

像の直接観察への努力を続けー，昭和54年には境化

フタロシア ニン銅を梢成する原子像を，有機rain更
結品中で，，f悦化するこ とに成功した。 “亀の甲”

とl呼ばれるベンゼン環の実像を初めて観察したこ

とで， ，，，，際的にも高い評価を受けた成果て、ある。

これらの実航を背:lf(iこ，さらに高い分解能で原

子 ・分子構造を観察するため，加速屯圧を 2倍の

l, 000キロボルトにあげた屯子顕微鏡の建設を計

岡した。 “屯子線分光型超高分解能屯子顕微鏡”

と命名したこの電子顕微鏡は広く学内外からの協

力と支援を得て，平成元イド 3J-:1に木｛みを収納する

建屋とともに完成した。この＇ii.！：子顕微鋭は， Iゃに

店主分解能を追求するだけーでなく，以ドに述べるよ

うな装置を付設するこ とにより，より広い研究分

町’での有効な利用を図っている。

~顕像の濃淡のデータをコ ン ピュータで処翌jl_

し，回（象を鮮明化することは一般にもよく行わ

れているが，木研究部門では昭和52年ごろから 5

年間にわたり米｜詞コーネル大学と共同研究を行

い，11之適焦点回（象のほかに焦点の異なる－ti!の写

真に含まれる↑，＇；・仰をも解析に加えることで，電顕

木来の解像度よりさらに高い解像度を実現する手

法を11fi発した。今回の屯子顕微鏡には，この手法

を効果的に適用できるように，イメージングフレ

ートを斤j＼.，、た高感度回像記録装置を千j・J,11,させてい

る。

電子顕微鏡像は，試料をm成するし、ろいろな原

子で散乱した屯子線を用いて結像されるが，その

中には原子の種類に応じ，一定の値だけ迷！立の減

少するものが含まれる。その減少の）立合いを扇形

の磁場で弁別すると，原子の純類を識別すること

ができる。この手法はエネノレギー損失分光法と IIヂ

ばれ，本来，試料の微小部分の分析に利用される

が，今回の顕微鏡では，ある原子に固有のエネノL

ギーを損失し速度の減少した電子線のみを用いて

高分解能像を結像させ，カラー画像の上で原子の

,11¥X別を行うことを可能とする電子線エネルギ一分

析装置を備えている。

粉体化学研究部門では，今後引きつづいてこの

新設の電子顕微鏡による高分解能観察法の進展を

WIすとともに，高感度画像記録法やエネルギ一分

析法などの新校術の改良を進める。 それと同11.'i

に，これらの手法による薄膜結品での局所構造や

不鮮構造中の原子分子配置を直接決定し，薄膜物

t'I：との関辿について研究を進める計画である。現

イr:.JIL＼学研究fl·化学専攻結品化学分科の大学院さ1~.

の研究教育や，海外との共同研究も含め，次のよ

うな研究を行っている。

電子線分光型超高分解能電子顕微鏡上部 （高電圧発
生タンク（左）と電子線加速タンク （右））

同顕微鏡下部 （高分解能観察決i賞）
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l 有機分チ結品の成長や反応、に伴う分子配列

とその変化を追及し，成長機構 ・反応機構に

ついて研究するとともに結晶中の分子の配列

不牧と物性との関連性について研究を行う。

2 . fU斜f.fi'／~造を持つ無機化合物結！日1. ~＋に x~

構造解析法の適用困史~f~な微結rH1 ・ 定01\lf映の五七

本的な構造の研究を行う 。

3.組高真担装置を用いて金属 ・無機化合物の

表面原子の配列状態及びそれらへの有機分子

のl汲行状態と そ の本 ifJ}Jを 研究し，同時に屯

子顕微鏡による分子像の直後観察を行 って，

i,j伶国体表的lの構造とその反応性の研究を行

フ。

4 高分解能ポテンシャル像の解析に量産づく l京

［－または分子の配列状態及びその屯子状態に

関する ↑~i報を，さらに精符化するための珂論

説びにつ~$失手法の研究

5. ?.':ii£屯子線のエネルギ－f員失スペクトル法

の開発と T その常間抜びにエネルギ一分解能

の向上を図り ，電子顕微鏡下に観測される

谷原子の同定と，その電子状態を識別する

Single atom analysisの手法の研究

（化学研究所）

塩化フタロシアニン銅 （緑色は有機顔料）の薄膜結

晶にみる分子配列像

・．・・．．’・．．・・．．－．．・ー・．・・・，・・．．・・．．・－．．・・．・・・．．－．．．・．．．・．...ー．ー・．・‘・．・・．．・・..・・...

恒L旦j

小lll:=!k夫名将教ぼ

木学名誉教J受小tA：英夫先斗φは， 9月12n逝去さ

れた。享年75。

先生は昭和］4年京都千印、！大学Jljl学部化学fl・を卒

業，終戦を海軍技術少佐として迎えられた。高分

子化学協会研究員等の職を経た後，同29年木学工

学部助教民，30年航路工業大学教段，341r京町IS大

学教授（分校勤務）に就任， 引き続き38｛！＇ーより同

教養部教段として勤務， 531ド停年により j民官され

京都大学名誉教綬の称けをJ受与された。 この間大

学院工学研究科，JIH学研究fl・で研究の指導に当た

られた。

本；学返＇J＂，・後は，市）~：工業大学工学部教段として

9 {fの長きにわたり教t•;",iに立たれた。

先生の.!J1T'Jは高分子化学で， 中でも酢敗 ビニー

ル気相合成の触媒に関する基礎研究ルびにその工

業化の研究に大きい業績を挙げ，近畿化学工業

会より 化学技術賞を受けられた。また教養部学生

への一般化学， 有機化学の講義を通じ， その学問l
への真撃な姿勢は多く の若い学生に傑い娘、銘を与

えた。

このような業績に対し ， J I｛~和62'<F勲三てfit!!Fl1!1

綬章を授与された。

ここに諜んで哀仲の立を夫します。 CY~i!f部）

1：；；川買雌名作教授

本学名営教J受符J田良雄先牛は，9月25日逝ぶさ

れた。享年86。

先生は，大正15年東京帝国大学医学部薬学科を

卒業後，本学講師を経て昭和15年医学部薬学科教

J受に就任，同35年薬学部創設とともに，同学f'ii＼に

配置換となり，同42年停年により退官され，京行II
大学名誉教授の称号を授与された。 この間，3211'

4月から35年 3月まで‘医学部評議員，35年 5月か

ら40年 4月まで薬学部評議員， 34午11月から12J=J

まで医学部長引務代.fiH.35年 5月から39年 4月ま

で築学部長をl僚任され，大学の管.PH；！］営に貢献さ

~l f.:_o 

木学退官後は，京何i薬科大学長として，同大学

の発展に寄与された。

先生の専F'Jfま有機薬化学で，中でもビスコク ラ

ウリン型アノレカロ イドを中心とする植物取基の研

究において数多くの優れた業磁を銭された。と1・な
法，！？に 『最新有機化学』がある。

乙れらー辿の研究活動， 学術上の.di献に女、jし，

II｛｛和35年学士院’且ーを受賞， 48年には，勲二てf.JW'-ii

•;1を綬与された。

ここに謹んで哀悼の；立を表します。

（薬学部）
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昭和6.3年度歳入・歳出決算額及び予備的経費配分実績

昭和 63年度歳入・歳出決算額

（文部省所管国立学校特別会計）

出

立
A叫

寸二一

（’j: 

f'I:・
属病

件

件

究
併合

件

整備

1牛

人

物

ムロ

{'!: 

f'i" 

（職員旅費）

区

y、
ノJ ｜昭和畔度決算額 I_ r昭和畔度決算額 ｜ 差引増ム滅額 ｜増ム滅率

円｜ 円｜ 円｜ %

叫

且

叫

叫

費

究

費

費

費

校

院

所

費

r、
ノJ

1. 予算額

2. 部局長会議決定による配分額

(1）会議出席旅費

（校費）

区

歳入

附属病院収入

授業料及入学 検定料 i

学校財産処分収入 l
雑収入 ｜

合計 ｜

歳

国

人

物

大 学 附

人

物

研

人

物

施設

物

14, 169,395,442 

5, 125,013,500 

5, 741, 000 

3,139, 192,940 

22,43山口辺 ｜

39,951,334,299 

26, 272, 358, 715 

13,678,975,584 

16,814,916,979 

6,916,777,003 

9,898, 139,976 

11, 042, 531, 553 

6, 589, 544, 312 

4,452,987,241 

6,976,957,000 

74,785,739,831 

39,778,680,030 

35, 007, 059, 801 

13,603, 152,324 

4,786, 743,800 

18, ooo, ooo Iム
2,630, 132,970 

川 38，問似 i

38,691,969,398 

25, 371, 764, 931 

13,320,204,467 

16, 153, 274, 794 

6, 722, 133,814 

9,431, 140,980 

11, 094, 904, 789 Iム
6, 537, 477, 462 

4, 557, 427, 327 Iム

10, 959, 792, 000 

76,899,940,981 

38, 631, 376, 207 

38,268,564, 774 

昭和63年度予備的経費配分実績

566, 243, 118 I 4. 16 

338, 269, 100 I 7. 07 

12, 259, ooo I ム 68.11

509, 059, 970 I 19. 35 

川 J山 788 I 6. 66 

l,259,364,901 

900,593, 784 

358, 771, 11 7 

661, 642, 185 

194,643, 189 

466,998,996 

52,373,236 

52,066,850 

104,440,086 

ム3,982,835,000

ム2,114, 201, 150 

1, 147,303,823 

ム3,261,504,973

3.25 

3.55 

2.69 

4. 10 

2.90 

4.95 

ム 0.47

0.80 

ム 2.29

ム36.34

6 2.75 

2.97 

ム 8.52

円

額一戸54一FbFb7
－Fhut－Rυ 一，，，

一ηL咽IFU－－ 

金一

一ドマべUV孔コ広」
一政ZHZEU円

一一、1
分一一旅経祁

一業験の
一へ

一事試j一＝一ロ
：！と一！？l

一cyさ調同
一特入各

区一一）））
一284一（（（

一円
画一千

食旬一ハUハunv
一ハudA川υ
一ndqu一，，一ハ川υハHV

一向ノun／旬

金←

区 分 金 額 区 yノJ、 金 額

1. 予 算 額 292,526 千円 課外活動施設等整備 。千円

2. 部局長会議決定による配分額 292,526 諜 外 活 動 費 1, 026 

(1）継年的補足経費 39,079 学生懇話室紀要刊行費 500 

(2）教育 研究 経費 68,865 厚生補導設 備 整 備 。

教育研究用図書整備 2, 015 (4）入学試験経費 22,800 

教育研究用設備費 37,935 (5） 本 部 迎 営 費 25, 700 

教育研究用事業費 28,915 (6）管 辺 述 ＇＂＂、’為Z’E; 費 116, 756 

(3）厚 生 補‘ 導 費 19, 326 庁舎等管理逆営費 20,946 

学 生 寮 整 備 17, 800 施 （ρ'i: 等 整 官能 95,810 
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平 成 元 年 度 文学部博物館

企画展＜秋季公開展示＞の開催

本学文学部博物館では，下記のとおり秋季企同l展 「近litのl'j像阿」をIJrJHit ~ 、たしますの ;j~ ’γ－

の教職員 ・学生は無料です（身分証明書を早示）。

rJ
＆’h

苫・0

・
λ
v
－λ
t
’OA
V0

・0

・λ0
・A

Z

・
A
P2

・A
Y

・
λ
v

・’
J

・λゐJ

、．，
r，0

・r

（月）に特別に公開し

言己

10月24日（火）～12月 9日（土）

ただし，一般公開に先立ち，本学教職員 ・学生には23日

ますので，多数ご観覧くださし、。

月附！日～金｜即日 9 30～16 . 30 

土IW日 9 30～12 : 00 （日祝日は休航）

企画 ・総合展示宰（ 1 F・2F) 

間:lt!l 

／｝月館H、？間

博物館所場

見
主
我
臭
三
平
外
見
ル
保

証
叫
具
三
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展示内容

文学部国史研究室には，歴史上の人物の肖

像画が多数収集，所蔵されています。教育研

究の資料として購入されたもので，｝候史の資

料を文献だけによらず，広く多燥な視野から

とらえる本学史学の学風を反映しています。

しかし，そのほとんどはこれまで外部に公開

されたことがありません。

このたび，美学 ・美術史学研究室の佐々木

丞平助教授の協力を得て ，それらのうちから

量的にもっとも多い近世の門像画の優品を選

び，展示しました。徳川家康 ・板fl勝重，あ

るいは新井白石 ・板山陽 ・林述斎など，著名

な武士 ・学者をはじめとして，大名 ・御家人

・公家 ./'.kl学者 ・狂歌師 ・歌人 ・画家，それ

に大徳寺の春屋宗悶，万福寺の即刻z如ーら，
ちんぞう

臨済 ・民衆を中心とした多数の禅僧の頂相が

あり，わずかながら女性像も含まれていま

す。克明に描きわけられた各人物の相貌か

ら，それぞれの個性に，また近世とし、う時代

に想いをはせていただければ幸いです。

なお， 「寛永文化人の筆蹟」も展示し， 1

附総合展示室では考古資料常設展示 「日木古

代文化の展開と東アジア」をご覧し、ただけ』ま

す。
真厳宗乗像 原在中筆 自賛

大徳寺第 390 世。項相は室町時代以降~在

んに｛乍られたが，本図もその伝統にのっ
とった格調高い作品で司ある。

（文学部博物館）
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